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平成 30 年富良野市教育委員会第 8回定例会 

開催年月日  平成 30 年 11 月 23 日（金） 午前 11 時 22 分開会 

開 催 場 所  富良野文化会館 応接室 

出 席 委 員  

教育長  近 内 栄 一 

委 員  宮 本 鎮 栄 

委 員  吉 田 幸 男 

委 員  津 山 正 樹 

委 員  菅 野 義 則 

欠 席 委 員  なし 

説明のために 

出席した者の 

職氏名 

教 育 部 長  亀 渕 雅 彦 

学校教育課長  佐 藤 清 理 

こども未来課長 山 本 将 誉 

学校教育課管理係長  石 坂 征 和 

議 事 日 程  

日程第 1 会期の決定について 

日程第２  

議案第１号 富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負 

担等に関する条例の一部改正について 

議案第２号 富良野市立へき地保育所設置条例の一部改正について 

 議案第３号 平成 30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果 

報告書」への市町村別結果の掲載について 

会議録署名委員

の氏名 

委員長は、会議録署名委員に次の委員を指名した。 

 吉 田 幸 男 委員  

傍 聴 人 なし 

 

議事の経過 

開会 午前１１時２２分 

近内教育長 

 

 

 

亀渕教育部長 

 

 

 

只今より平成 30 年富良野市教育委員会第８回定例会を開会いたします。 

会議録署名委員には、吉田委員にお願い致します。 

次に、教育長事務報告をお願いします。 

 

平成 30 年 10 月 30 日から平成 30 年 11 月 22 日までの事務報告を致します。お手

元の資料に基づき、主だったものについてご説明いたします。 

11 月 2 日、中高連携協議会担当者向け説明会に出席しています。 

11 月 5 日、布部小中学校コミュニティスクール協議会に出席しています。 
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近内教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 6 日、市民と市長の地域懇談会を布礼別集落センターにて出席しています。 

11 月 9 日、図書館にて図書館活用セミナーが開催されています。 

11 月 14 日、いじめに関する講演会を文化会館にて開催しています。 

11 月 22 日、麓郷小中学校コミュニティスクール協議会に出席しています。 

以上です。 

 

只今の教育長事務報告について、補足説明を行います。 

11 月 2 日、中高連携協議会担当者向け説明会ですが、例年、来年春の高校進学に

あたって地元高校への進学者を確保していくために、市内の各中学校の校長先

生、進路指導担当者に集まってもらい、特に富良野高校、緑峰高校への進学につ

いて高校の概要を説明しながら、進路指導に役立てていただくという目的です。

特に今年は市内の中卒者が 228 名いましたが、来年は 30 名以上減る見込みとな

っています。そういった厳しい中で市外及び圏域外に出さないで市内の高校で学

んでいただける状況づくりを本人、保護者へと理解していただくということで集

まっていただきました。今後の状況については、随時把握しながら来年両高校が

進学者を確保できればと考えています。 

11 月 5 日の布部小中学校コミュニティスクール協議会では、布部地区では小学

生、中学生共に区域外通学が 7割前後という状況で、これからどんどん子どもた

ちが減っていき、小中学校それぞれ子どもたちの数が 1桁になっていくことを考

えると、今から小中学校の在り方を考えていきましょうという話をしました。今

後学校で、検討する枠組みを考えていくということなので、教育委員会としても

必要な情報を伝えていきたいと考えています。 

11 月 6 日、市民と市長の地域懇談会が布礼別集落センターで行われ、布礼別小学

校のことについて要望というか意見がありました。1人でしたが、小学生の数が

減り、友達が少なく 1人で家で遊んでいる状況で、早い時期に他の学校と一緒に

なるようなことが考えられないのかという意見でした。教育委員会としても小規

模、極小規模の学校については、適正配置を地域、保護者の理解のもと進めて行

きますという話をしています。 

11 月 14 日、いじめに関する講演会では、いじめが自殺につながらないような対

応の必要性を普段考えないような視点から、講師の先生にお話をいただきまし

た。 

11 月 22 日、麓郷小中学校コミュニティスクール協議会では、地域と連携した学

校づくりが行われており、将来的に子どもたちが少なくなっていく中で、早い時

期から将来を見据えた学校の適正配置について考える必要性があるということ

で、平成 36 年までの子どもたちの数、教職員の数について示しています。今後

の状況を毎年情報提供しながら、手遅れにならないような対応をしていきたいと

考えています。 

以上です。 
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近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

 

亀渕教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只今の教育長事務報告について、何かご質問、ご意見等ございませんか。 

 

 

《各委員より「なし」の声あり》 

 

 

無ければ、次に進みます。 

これより 議題に入ります。 

日程第一 会期の決定についてお諮り致します。 

会期については、本日一日と致したいと存じますが、これにご異議ございません

か。 

 

 

《各委員より「異議なし」の声あり》 

 

 

ご異議なしと認めます。よって、只今お諮りのとおり決しました。 

日程第二に移ります。 

議案第１号を議題とします。 

議案第 1号「富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担

等に関する条例の一部改正について」を説明願います。 

 

議案第 1号 富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担

等に関する条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 

本件は、平成 29 年度地方税制改正において、道府県から政令指定都市へ個人

住民税の所得割額の税率 2％相当分が税源移譲され、平成 30 年度分以後の個人

住民税から適用されているところでありますが、政令指定都市から富良野市へ転

居をし、特定教育・保育施設等を利用した場合、利用者負担金の決定の要件とし

て「市町村民税所得割額」が基準とされているため、従前より富良野市に住居を

有している方と比較して、不公平な扱いにならないために改正しようとするも

の、及び、子ども・子育て支援法施行令・施行規則の改正に伴い。未婚のひとり

親について地方税法上の寡婦控除が適用されたものとみなして、利用負担額の階

層区分を決定する際に用いる「市町村民税所得割合算額」を計算する際の特例を

設けるための改正をしようとするものでございます。 

以下、条を追ってご説明申し上げます。 

別表第 1 の備考 1 は、税源移譲に伴い、政令都市から富良野市に転居し、特定

教育・保育施設等を利用する場合、従前より富良野市に居住する者として取扱い、
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近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

亀渕教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者負担額に不公正な扱いにならないようにするための規定を条文中の後段

に追加するものでございます。 

同表備考 2は、未婚のひとり親に対して寡婦控除のみなし適用を行い、利用者

負担額の階層を決定する際の特例に対応する規程の追加でございます。 

別表第 2の備考 3は、税源移譲に対応する規程を条文中の後段に追加するもの

でございます。 

同表備考 4は、寡婦控除のみなし適用に対応する規程の追加でございます。 

条例の施行日は、公布の日からとしようとするものでございます。 

 以上、よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

只今の説明について、ご質問、ご意見等ございませんか。 

 

 

《各委員より「なし」の声あり》 

 

 

無ければ、議案第 1号について同意することにご異議ございませんか。 

 

 

《各委員より「異議なし」の声》 

 

 

ご異議なしと認めます。よって、原案のとおり決しました。 

次に、議案第 2号を議題とします。 

議案第 2号「富良野市立へき地保育所設置条例の一部改正について」を説明願い

ます。 

 

議案第 2 号 富良野市立へき地保育所設置条例の一部改正について、ご説明申し

上げます。 

 本件は、議案第 1 号 富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

利用者負担等に関する条例の一部改正についてと同様に改正をしようとするも

のでございます。 

 以下、条を追ってご説明申し上げます。 

 別表備考 2 は、税源移譲に伴い、政令都市から富良野市に転居し、特定教育・

保育施設等を利用する場合、従前より富良野市に居住するものとして取扱い、利

用者負担額に不公正な扱いにならないようにするための規定を条文中の後段に

追加するものでございます。 

 同表備考 3 は、未婚のひとり親に対して寡婦控除のみなし適用を行い、利用者

負担額の階層を決定する際の特例に対応する規程の追加でございます。 

 条例の施行日は、公布の日からとしようとするものでございます。 

以上、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 
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近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

亀渕教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

只今の説明について、ご質問、ご意見等ございませんか。 

 

 

《各委員より「なし」の声あり》 

 

 

無ければ、議案第 2号について同意することにご異議ございませんか。 

 

 

《各委員より「異議なし」の声》 

 

 

ご異議なしと認めます。よって、原案のとおり決しました。 

次に、議案第 3号を議題とします。 

議案第 3 号「平成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果

報告書」への市町村別結果の掲載について」を説明願います。 

 

議案第 3 号 平成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果

報告書」への市町村別結果の掲載について、ご説明申し上げます。 

本件は、国が定めた「平成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関

する実施要領」（以下「実施要領」という。）において、教育委員会や学校が保護

者や地域住民に対して説明責任を果たすことが重要であると明記されるととも

に、都道府県教育委員会は、域内の市町村教育委員会の同意を得た場合には、当

該市町村名又は当該市町村教育委員会が設置管理する学校名を明かにした公表

を行うことができるとされております。 

北海道教育委員会では、この実施要領に基づき一層きめ細かく分かりやすい調

査結果を示す観点から、市町村教育委員会の同意を前提として、2月を目処に公

表を予定している平成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版

結果報告書」（以下「北海道版結果報告書」という。）に、市町村の結果を掲載し

公表する準備を進めております。 

つきましては、実施要領に基づき、富良野市の結果を北海道版結果報告書に掲

載することに同意しようとするものでございます。 

以上、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 

 

只今の説明について、ご質問、ご意見等ございませんか。 
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近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

《各委員より「なし」の声あり》 

 

 

無ければ、議案第 3号について同意することにご異議ございませんか。 

 

 

《各委員より「異議なし」の声》 

 

 

ご異議なしと認めます。よって、原案のとおり決しました。 

以上で、本日の議事はすべて終了致しました。 

これをもって平成 30 年富良野市教育委員会第 8回定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午前１１時３７分 

 

 


